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 要 旨   
 アルコールは大量に摂取すると広範に免疫応答を抑制する免疫調節物質である。高濃度

あるいは低濃度のアルコールで免疫応答が異なるかどうかについては不明である。本研究

では、20%または 52％エタノールを 3 日間、大量摂取（4.8g/kg/日）させた若年ラットで

46 遺伝子のプライマーを含む PCR アレイを用い、免疫組織である脾臓での mRNA 発現を

調べた。この結果、52％エタノール摂取で 20%よりも、IL-1β、IL-6、CCL2、GABAA受

容体α2 サブユニットの発現が減少し、mGluR5、5-HT3A 受容体の発現が増加することが

明らかになった。以上より、アルコールによって媒介される免疫への影響は部分的にエタ

ノール濃度依存的であることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




